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全国若年認知症フォーラムの目的
一般社団法人全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会は、全国の若
年認知症家族会および支援者の会、及びその会員などで構成し、若年認知
症に関わる各地域の医療・福祉・介護・就労状況等の情報交換を行うととも
に、若年認知症の人と家族の安寧と権利を確保するように各種の機関へ呼
びかけ、若年認知症に特化した支援とケアを拡充するための事業や社会活
動を協働して行うことを目的とした団体です。

当フォーラムは、当法人の総会とともに、関係する団体が一堂に会し、相
互交流と情報交換する場として2010年度に始まりましたが、その議論の中
で、対外的にも情報を発信することやその場所づくりが必要ということになり
ました。厚生労働省老健局担当課の協力と開催地の都道府県関連部局の
共催や後援は第2回のフォーラムより現在のフォーラムまで続けて頂いてお
りますが、それらの協力の下、広く開催地や隣接する都道府県民を対象とし
て、若年認知症に関連する知識の普及を行うとともに、当協議会への加入
の有無に関わらず、関係する団体に参加を求めることで幅広いネットワーク
作りも行ってまいりました。

未だ、全都道府県での開催は達成されておりませんし、全国の若年認知
症の人と家族の安寧と権利は未だ十分に確保されたとは思いません。その
ため、この活動は今後も続けていきたい、また行かざるを得ないものと思っ
ております。以上のような主旨に賛同いただき、皆さまのご協力・ご支援を
お願いできれば幸甚です。
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１．全国若年認知症フォーラムの歴史
●第１回は、2010年2月に開催され、 NPO若年認知

 症サポートセンターが主催しました。それを契機

に、同年5月に全国若年認知症家族会・支援者

連絡協議会が結成されました。

●2回と3回はNPO若年認知症サポートセンターと

共催、4回以降は全国若年認知症家族会・支援

者連絡協議会が主催となり、現在に至っていま

す。

●なお、令和3年4月より、当協議会は、任意団体

 から一般社団法人になりました。
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若年認知症の家族会と支援者・全国のつどい
（第一回全国若年認知症フォーラム）

開催地：日本青年館ホール（東京都新宿区、神宮外苑近く）

日時：2010年（平成22年）2月21日

参加者人数：180人

テーマ：「若年認知症の支援の輪を」

概要：

1.若年認知症の実態調査の報告

2.国の若年認知症対策の現状(厚生労働省老健局)櫻井宏充氏

3.アピール文 若年認知症ぐんま家族会 大沢幸一氏

主催：NPO若年認知症サポートセンター
福岡フォーラム

桜井氏

厚労省 ＋ 家族会 ＋ 支援者の会
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福岡フォーラム

若年認知症の家族会と支援者 :全国のつどい・アピール文の発表 
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若年認知症の家族会と支援者
:全国のつどい・アピール文 
１．若年認知症の発症早期に生じる
就労と医療・福祉の諸問題に対
する行政の専門的窓口を設置し、
個別の相談・支援をしてほしい。

２．若年認知症の本人が本人らしく
生活・社会参加できる環境を整備
してほしい

３．介護する家族や子供に対する経
済的、心理的支援を行ってほしい

４．福祉制度・社会保障、経済的支
援に対しての充実を図ってほしい

５．若年認知症を支援できる専門職
やサポーターを充実してほしい

６．若年認知症について、全国民に
理解してほしい

今までの対応・対策の結果

➡地域包括支援センター （2005年）
但し、いまだ若年対応ができない
所があります

➡新オレンジプラン （2015年）

➡ヤングケアラー調査 （2020年）
最近の関心ごとです

➡ 認知症基本法（2023年）成立に
より進展を期待（今後も大きな課
題です）

➡若年性認知症支援コーディネー
ター （2016年）

➡全国若年認知症フォーラム
（2010年）より独自に開始

福岡フォーラム2023/11/19



2010年2月に行われたNPO若年認知症
サポートセンター主催の「全国のつ
どい」を契機に、各地に点在してい
る若年認知症家族会と支援者の組織
が繋がりはじめ、同年5月「全国若
年認知症家族会・支援者連絡協議
会」の結成、同年9月19日第1回全体
会開催によって本格始動しました。

福岡フォーラム

「全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会」の結成式

第1回全体会

大小に関係なく
すべての団体が
平等な立場であ
ること。情報を
共有しあい、本
人と家族の尊厳
と安寧実現のた
め共に歩むこと
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第2回全国若年認知症フォーラム in 福岡

開催地：ふくふくプラザ（福岡市市民福祉プラザ）（福岡市）

日時：2011年（平成23年）2月20日

参加人数：160人

概要：

1.国の若年認知症対策の現状（厚生労働省老健局）

2.最近の認知症診断・治療のトピック(山田達夫福岡大学教授)

3.若年認知症介護家族の健康調査報告

4.シンポジウム

「地域のネットワークを広げるために」

後援：福岡県、福岡市

福岡フォーラム

厚労省 地方自治体（県、市）

全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会
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福岡フォーラム

中島七海氏
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第3回若年認知症フォーラム in 群馬

開催地：群馬会館（群馬県前橋市）
日時：2012年（平成24年）1月29日
参加人数：150人
テーマ：「地域で支えあう絆を作ろう」
概要:
1.認知症の理解とケア（小阪憲司先生）
2.報告「若年認知症家族の健康」
3.報告「群馬県の若年認知症対策」
4.シンポジウム
「若年認知症の人の生活と支援の現状」

後援：群馬県、前橋市、高崎市、桐生市

福岡フォーラム

小坂憲司先生
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徳江会長 大澤副会長

福岡フォーラム勝野とわ子氏
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第4回全国若年認知症フォーラム in 奈良

開催地：奈良県新公会堂（奈良県奈良市）
日時：2013年（平成25年）2月17日
参加人数：300人
テーマ：「うちら一緒にいるから大丈夫」
概要
1.国施策の報告 厚生労働省老健局高齢者支援課
2.報告：奈良県の若年認知症の実態
3.講演：岸本年史教授（奈良県立医大）
4.シンポジウム
「支える、つなげる、広げる」

後援：奈良県、奈良市
助成：小野製薬会社
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福岡フォーラム

大塚さんと
若野さん

新公会堂能楽ホール
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第5回全国若年認知症フォーラム in 埼玉

開催地：彩の国すこやかプラザホール（埼玉県さいたま市）
日時：2014年（平成26年）2月22日
参加人数：200人
テーマ：「若年認知症の地域医療と地域ケア」
概要
1.「オレンジプランと若年性認知症施策の推進について」
（厚生労働省老健局長 原勝則氏）
2.報告：埼玉県の認知症対策
3.報告：さいたま市の若年認知症の実態調査報告
4.シンポジウム
「本人・家族の声を受け止めることがはじめの一歩」

共催：埼玉県、さいたま市
後援：厚生労働省
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福岡フォーラム

本人と家族の発言
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福岡フォーラム

原勝則老健局長、
西村美智代さんと共に
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第6回全国若年認知症フォーラム in 滋賀

開催地：ピアザ淡海（滋賀県大津市）
日時：2015年（平成27年）1月25日
参加人数：400人
テーマ：「支えること、支えられることの垣根をなくす」
概要：
1.講演「若年認知症施策の現状」（厚生労働省老健局）
2.講演「川崎市における認知症連携と若年認知症の現状」

北村伸特任教授（日本医科大学）
3.報告：滋賀県の若年認知症対策
4.シンポジウム
「滋賀県発 若年認知症の人たちを中心
とした働くことへのチャレンジ」

共催：エーザイ株式会社
後援：滋賀県  

福岡フォーラム 北村伸先生2023/11/19



福岡フォーラム

藤本直規先生と共に

働くこと
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第7回若年認知症フォーラム in 熊本

開催地：荒尾総合文化センター（熊本県荒尾市）
日時：2016年（平成28年）2月14日
参加人数：600人
テーマ：「今，そしてこれからを生きる目標を…！」
概要：
1.講演：若年認知症の理解と課題 池田学教授(熊本大学)
2.報告①：厚生労働省老健局総務課認知症施策推進室
3.報告②：熊本県認知症対策・地域ケア推進課
4.報告③：荒尾市高齢者支援課
5.シンポジウム
「私の思いを伝えたい」

6.スペシャルライブ
高次機能障害を有する歌手のコンサート

後援：熊本県、荒尾市
福岡フォーラム2023/11/19



福岡フォーラム

平成28年4月14日に
熊本地震がありました
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万
田
坑

福岡フォーラム

歌手・一ノ瀬さん
（高次脳機能障害の方の参加）e 

櫻井宏充氏（厚労省）と西村哲夫（右）さんと共に
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第8回 全国若年認知症フォーラム
in 東京・目黒

た。

開催地：目黒パーシモンホール（東京都目黒区）
日時：2017年（平成29年）2月26日
参加人数：700人
テーマ：「認知症ケアの“ヒント”が満載」
概要：
＜若年認知症ﾌｫｰﾗﾑ＞
1.講演：若年認知症を理解しよう 斎藤正彦先生(松沢病院長)
2.報告：厚生労働省、東京都
3.パネルディスカッション(Ⅰ)早期発見と集中支援

(Ⅱ)支援のかたち 目黒の現場から
＜若年認知症EXPO＞
1.展示・相談
2.ステージ＆パフォーマンス
3.認知症カフェ
共催：東京都、目黒区 福岡フォーラム2023/11/19



福岡フォーラム2023/11/19

●フォーラムとEXPO
●社会参加・支援の在り方

  認知症カフェなど
●他の障害者の参加

高次脳機能障害・発達
障害など



若年認知症フォーラム
斎藤先生

若年認知症EXPO
創作認知症落語(新里先生)

福岡フォーラム

竹内弘道氏
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第9回全国若年認知症フォーラム
in 青森・八戸

開催地：八戸地域地場産業振興センター
ユートリー（青森県八戸市）

日時：2018年（平成30年）3月25日
参加人数：264名
テーマ：「暮らしと働くを支える」
概要：
1.報告：若年性認知症施策の現状 厚生労働省老健局
2.報告：青森県の施策
3.基調講演：若年性認知症 東海林幹夫教授（弘前大）
4.特別講演：認知症と生きてゆく理想の社会の構築へ向けて

5.シンポジウム 「若年性認知症の人が働くということ」
（本人家族、企業、障者就業・生活支援センター職員参加）
共催：青森県

福岡フォーラム

東海林幹夫先生
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福岡フォーラム

いかずきんズ

松倉典子氏
2023/11/19



第10回全国若年認知症フォーラム
in 北海道・札幌

開催地：札幌市教育文化会館大ホール（北海道札幌市）
日時：2019年（平成31年）3月10日
参加人数：570名
テーマ：「困難から希望を創る」
概要：
1.報告「若年性認知症の支援と今後の方向」

大島一博氏（厚生労働省老健局局長）
2.講演：医療において若年認知症の人と家族が抱える困難さ

内海久美子先生（砂川市民病院）
3.家族・支援者からのメッセージ
4.講演：若年認知症ケアへの挑戦 岡田京子氏(デイサービ

スいろどり管理者）
5.10周年記念リレートーク（若年認知症北海道家族、北海道、
札幌市の担当者が参加）

福岡フォーラム

内海久美子先生
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福岡フォーラム

平野憲子さん、平野雅宣氏、盛林さん

北海道ひまわりの会、空知ひまわり、東胆振ひ
まわりの会、旭川ひまわりの会、北見たんほぽ

大島一博老健局長と共に

2023/11/19



第11回全国若年認知症フォーラム
in 三重・四日市

開催地：三重県四日市市文化会館（三重県四日市市）
日時：2020年（令和2年）2月16日
参加人数：758名
テーマ：「つなぐ」
概要：
1.講演：三重県若年性認知症施策10年間の取組

鈴木英敬氏（三重県知事）
2.講演：若年認知症の正しい理解と研究の進歩

池田学教授（大阪大学）
3.報告：若年性認知症の施策について 厚生労働省老健局
4.リレートーク
5.分科会（ランチトーク、若者ケアラーのつどい、若年性
認知症支援コーディネーターのつどい、若年性認知症カ
フェ）

6.若年認知症研究会 講演会 福岡フォーラム

鈴木英敬知事

2023/11/19



福岡フォーラム

森市長とこにゅうどうくん

伊藤美知氏

池田学先生
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2022/4/24に開催
「社会と繋がっていくために」

福岡フォーラム

ハイブリッド方式
①Zoom & YouTube⇒全国
②対面⇒開催地や近傍

実行委員長
戸谷修二先生
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福岡フォーラム

ハイブリッド方式
（Zoom & YouTube）

池田学先生 老健局
中西亜紀氏

小野寺事務局長
2023/11/19



福岡フォーラム

ハイブリッド方式
（Zoom & YouTube）

老健局
中西亜紀氏

内田直樹先生

阿部かおり氏 丹野智文氏 山中しのぶ氏

2023/11/19



本
人
と
家
族
の
尊
厳
と
安
寧

全国協議会
全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会

理事会、各種委員会

全国若年認知症フォーラム

 国や行政への提言・情報発信
調査・研究・情報収集など

講演会・研修会・会報・書籍出版

第６次産業創出・物流・相互交流
プラットホーム作り(Jack Store)

家族会間支援/交流・家族相談
新規家族会/支援者の会の設立

全国
国・都道府県、市民

関係団体
若年認知症研究会、
関係4団体、医療・福祉

団体など

地域の
仲間

働
き
か
け
・
協
働
事
業

方
法
・
手
段

2023/11/19 福岡フォーラム



福岡フォーラム

広報委員会

各種委員会の活動
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福岡フォーラム

産業・
物流委
員会：

会員団
体(若年
認知症
の本人
や支援
者)が作
成した
商品の
販売

2023/11/19



2023年1月発行2020年12月発行

報告書・解説書

調査・研究委員会

2023/11/19 福岡フォーラム



2023/11/19 福岡フォーラム

赤い羽根福祉基金助成金
による冊子



福岡フォーラム

連携事業
(認知症関係当事者・支援者連絡会議)

①一般社団法人 全国若年認知症家族会・
支援者連絡協議会

②公益社団法人 認知症の人と家族の会

③男性介護者と支援者の全国ネットワーク

④レビー小体型認知症サポートネットワーク

2023/11/19



若年認知症研究会
   目的 ①非アルツハイマー病の知識普及

②医療者と家族・患者との交流
歴史

 H17 (2005年)  ピック病研究会として発足   
  H18～H20  若年認知症と背景疾患研究会
  H21～現在 若年認知症研究会

会長       川勝忍 福島大学精神科教授
事務局長 宮永和夫

（英名：Japan Academy for Pick’s Disease 
and  Early-onset Dementias）

2023/11/19 福岡フォーラム



I. 第1回Pick病研究会講演
1. 平成17年(2005年)12月 東京・品川 13:30～17:30
2. 参加者 医師／一般 100名
3. 内容

①開会挨拶 田邉 敬貴 先生（愛媛大学医学部神経精神医学講座）

②ご挨拶 渡辺 由美子 先生（厚生労働省認知症対策推進室）

③講演1 田邉敬貴先生（愛媛大学医学部神経精神医学講座）13:50～14:40

④講演2 Dr. David Neary（Hope Hospital, UK） 14:40～15:40

⑤講演3 Dr. Julie S Snowden（Hope Hospital, UK） 15:50～16:50

⑥講演 4 「彩星の会」患者家族の方より 16:50～17:20

⑦閉会挨拶 宮永 和夫 先生（群馬県こころの健康センター）
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彩星の会
家族2人

第1回ピック病研究会講演
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これからの流れ（私案その１）
１．受け皿作り

①介護保険以前の人の受け皿（居場所作り）＝認知症カフェからの発展系

診断後の本人・家族だけでなく、介護相談、予防活動を含む。官製でなく、

ボランティアなどのボトムアップの活動が良い。

②生活保護以前の人の受け皿（経済的支援）＝（認知症/子供/生活困窮者）

 認知症だけでなく、こども・障害者・高齢者を対象にした支援施設。また、

 独居者だけでなく、老老介護、認認介護の家庭を支える仕組みも含む。

２．移動支援の拡大

 定期的な移動支援を介護保険や障害者自立支援法内に制定する

３．認知症バリアフリーの取り組み

認知症ヘルプカードや関連品を広めるとともに、理解者を増やす。

認知症ピアサポーター研修、家族介護研修などの事業を進める。

４．終末期（人生の最終段階）の問題

事前指示書などを通じて、終末期のあり方（医療・介護）を考える。認知症

を含む流れを作る。
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これからの流れ（私案その２）
５．医療と介護の制度の充実

①医療体制の充実

医療での差別（入院や手術の制限、身体疾患の診断や治療の不適正さ、

不十分な終末期の対応）の撤廃。

②介護体制の充実

介護保険の財政的・人的破綻による不適正な対応（認知症対応施設の減少、

不適切な介護度判定や支援の欠如）の改善。

６．ＩＴ化の推進

医療と介護分野への公的補助

７．認知症基本法の理念の実現 (言葉でなく、中身が大切)

８．認知症治療薬の開発の推進

⇒ 偏見は治療が困難なことから生まれるものです。

①アミロイド抗体薬の適応拡大

②根本治療薬の開発の推進

③アンチエイジング薬の開発
2023/11/19



ご清聴ありがとうございました

認知症は誰もがなる普通の病気です。

近未来には、
他の病気のように、

治療を行えば改善したり、
完治する病気になることを願っています。
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